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1. 緒言 
霜島・木村(2013)は，テニス参加動機尺度を開

発し，大会参加を通して参加動機(以下，「動機」)

が継続意図，参加頻度と関連していることを指摘

した．長井(2015)は，民間フィットネスクラブ会

員動機(SPEED)の一部がサービス評価(以下，「評

価」)，関与，満足と関連していると報告してい

る．民間テニスクラブにおいても動機が，満足度，

関与，評価，愛着と関連があると考えられる．  

本研究の目的は，民間テニスクラブ会員の大会

参加有無で動機，満足度，関与，評価，愛着の要

因の平均値・平均ランクに差があるのか，上記の

要因間にはどのような関連があるかを明らかに

することである． 

2. 研究方法 

 京都府，滋賀県，愛知県，岐阜県の民間テニス

クラブ会員を対象に，アンケート調査を実施し

225票回収した．質問内容は，基本属性 9項目，

競技大会参加頻度,テニス動機 11 因子 35 項目，

関与(PCM)に知覚リスクを加えた 4 因子 13 項目，

サービス品質評価 5 因子 24 項目，及び総合満足

である． 

3. 結果 

大会参加有無での比較を行ったところ，大会参

加あり群では，自己尊重・競争，技術向上，交流・

所属の平均値・平均ランクが高い(表 1)．次に，

満足を取り巻く要因間の関連を共分散構造分析

により検討したところ，動機と関与間には強い相

関が見られ，多重共線性が存在していた．そこで

関与を説明変数から取り除き，低・中・高関与群

に分類する調整変数として用い，共分散構造分析

を行った(図 1)．満足に影響を与える要因は，低

関与群では評価(.67)とクラブ・コーチ愛着(.35)

である．中・高関与群ではクラブ・コーチ愛着

(.80/.86)のみであった．  

4. 考察 

 大会参加あり群は，テニス自体に価値を見出し

て，活動を行っていると考えられる．一方，大会

参加なし群は，健康・体力づくりの平均値が高く，

テニスを健康維持の為のレジャーとして捉え，活

動を行っていると推測する．低関与者が満足する

には，価格や施設設備などのサービス評価が重要

視されるが，中高関与者になると，コーチ，レッ

スン仲間，クラブ自体への結びつきが重要視され

るようである． 
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